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研究概要 

本研究課題では，世界各地で疾病の予防や初期症状の緩和などの生体調節機能を期待して利用されている補完代替

医療素材から単離・構造決定された機能の化学的評価を有する分子（機能性成分）の簡便合成法の開発を行う。ま

た、機能性成分をシーズとした高活性な医薬品候補化合物の創製を志向して、ここでは特にメラニン産生抑制活性

および NO 産生抑制活性を有する化合物鋳型としたリード化合物を網羅的に合成し、構造活性相関研究も合わせて

実施することを目的とする。 

研究成果 

バンレイシ科植物 Melodorum fruticosum は, タイの北部および東北部に広く自生する灌木で, タイにおいては 

Lamduan と称されている. その花部は古くから失神や目眩の改善に利用されているほか，アロマテラピーにも用い

られている. これまでに我々の研究は, M. fruticosum 花部の MeOH 抽出エキスから 3 種の既知ブテノリド (1–3) 

およびそれらに関連する新規ブテノリド (4) の単離に成功するとともに, これら 4 種のブテノリド (1–4) の両エ

ナンチオマーの全合成を達成した. 合成品と天然品のキラルカラム分析により天然型 1–4 はいずれも S 体過剰の

スカルミック混合であることが判明した. さらに, メラニン産生抑制活性も合わせて検討した結果, 合成した全て

のエナンチオマー間に活性強度にほとんど差は見られず, いずれも 陽性対照としてもちいた Arbutin (IC50 = 174 

μM) を凌ぐ強力な活性 (IC50 = 0.29–2.9 μM) を有することを明らかにした. 
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